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は じ め に 

 

 

 近年、学校における児童生徒の生命に関わる様々な事件・事故が

全国的に発生しており、児童生徒や教職員の生命や身体を守るた

めに事前に危機を予測し、その回避に向けた取り組みの強化が指

摘されています。 

 また、危機発生時の被害を最小限にとどめる対応を組織的にど

のように迅速かつ的確に行うかも危機管理対応の重要事項として

求められています。 

 私たちは大切な生徒の生命を預かる者として、学校における

様々な危機を想定し、学校現場における危機管理の在り方等につ

いて基本的な指針を示した｢危機管理対応マニュアル｣を作成しま

した。 

 このマニュアルを有効に生かしていくためにも、日ごろから全

教職員が危機意識を共有し、点検活動を励行しながら万が一の事

態に対処していくことが肝心です。 

 

 

 

                    令和５年４月 

 

                    北海道大麻高等学校 
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１ 安全管理の視点 

（１）地域は学校の生命線 

地域・保護者・関係機関との日常的な連携を進めることが生徒の安全確保につながり

ます。 
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２ 危機管理を進める上での基本事項  

（１）生命尊重を第一義とする。 

（２）保護者、関係当事者の心情を考慮し、対応のすべては誠意と責任を持ってあたる。 

（３）第一義の機能を果たした後に、発生場所・日時・原因等の状況把握を的確に行い、   

再発防止に向けた対応策を検討する。（緊急職員会議の招集） 

外部に対する広報・連絡に際しては、虚偽や真相を包み隠す態度は厳禁とする。 

（４）生徒・関係者に対する基本的人権を最大限尊重する。 

 

３ 報道機関への対応で留意すべき事項 
（１）報道機関への対応窓口は校長（副校長・教頭）とし、一本化する。 

（２）当事者氏名については、プライバシ－保護を考慮し、公表に関して事前に十分検討す

る。 

（３）発生に至る経緯、学校が取った措置等について予想や憶測で公表することがないよう

に留意し、事実関係に即して明らかにすること。 

（４）発生した事実に対しては、冷静に受け止め責任逃れとなるような言動を慎むとともに

最高責任者として校長が説明にあたる。 

（５）現時点で明確でない事項については｢事実関係を調査中である｣ことを明確に伝え、事

実確認が出来た時点で公表する。 

（６）会見を設定する場合には、事前に場所・開始時刻・所要時間を明示して臨む。 

（７）当事者・生徒・教職員等を批判したり、差別的用語を使用することのないように留意

する。 
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４ 緊急事態の原則的連絡体制 

 

 

 

 

発見者 

・発生事態、状況の把握 

・周辺生徒の安全確保 

・緊急通報及び救援要請 

・負傷者把握と応急措置 

 

近くの教職員 

          ・事件、事故発生通報 

 

 

          指示         指示        相談 

 

          報告         報告        指示 

 

・被害の拡大防止       ・状況把握         ・負傷者把握        ・適切処置指導 

・二次被害未然防止     ・情報収集         ・症状確認          ・事後指導 

・避難誘導と安全確保   ・対応指示         ・応急手当 

                           ・関係機関連絡 

 

 

○教育局（道教委）    ○PTA（保護者）   ○警察（１１０番） 

・事故速報            ・即時報告         ・出動要請 

・事故報告      ・事後報告     ○消防（１１９番） 

（重大性、緊急性             ・救急車要請 

波及性）                （付添搬送） ◇医療機関 

付添者逐次報告 

 

≪ 緊急連絡先 ≫ 

学校 （対策本部）  ℡０１１－３８７－２１４３ （１６６１） 

校長携帯       ℡ 

副校長携帯      ℡ 

教頭携帯       ℡ 

事務長携帯      ℡ 

帝国セキュリティ(株)（機械警備） ℡０１１－７２１－２０１１ 

石狩教育局（高等学校教育指導班） ℡０１1－２０４－５８７８ 

 

 

 

 

 

 

事件・事故の発生 《 重要ポイント 》 
１ 生徒の安全確保と生命尊重 

２  沈着冷静、的確な判断 

３ 迅速、正確な連絡 

４ 迅速な救援要請 

教職員 
校長 

（副校長・教頭） 
養護教諭 学校医 
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５ 学校内の生徒事故（学校内職員事故も準ずる） 

事故発生 

 

① 救命措置 側近者が救命措置を第一義に対応し、応援を求める 

対応組織編成への連絡 

（校長・副校長・教頭・生徒指導部長・養教） 

側 近 者 

応援職員 

（生徒） 
組織編成 

 

② 応急措置 救命措置・応急措置（担架・救急用品－保健室） 

１救急車（年次・性別・氏名・傷病程度・付添者） 

２保護者（事故状況・傷病程度・搬送病院名） 

養護教諭 

指導部長 

担任顧問 
対応連絡 

 

③ 
病院搬送 

 
養護教諭 

担任顧問 

教 頭 

   

状況調査 
該当生徒の年次・組・氏名、発生時刻・場所・原因 

傷病程度、保護者名、保護者との連絡状況 

 

④ 
状態報告 

病院 → 学校（到着時刻・傷病名と治療等の状況） 

（学級担任又は副担任等が付き添う） 

養護教諭 

担任顧問 

 

⑤ 

関係機関連絡 

学校 → 道教委 

（病院からの報告を受け、傷病程度に応じて校長が判

断 

校 長 

 

≪ 留意事項 ≫ 

１ 生徒・保護者への連絡は、相手を動揺させることのないよう落ち着いて連絡する。 

（事故の状況、傷病の程度、搬送先病院名等） 

２ 加害行為のある場合は、加害者の保護者に対しても必ず状況説明報告を行う。 

（１）人命に関わる場合・・・・・被害者の保護者への連絡直後 

（２）それ以外の場合・・・・・・病院から傷病名等の連絡を受けた後 

３  生命に関わる事故発生時は、管理職が病院へ赴く。 

４ 病院搬送は救急車若しくはタクシ－利用を原則とする。 

緊急やむを得ず自家用車を利用せざるを得ない場合は、校長の許可を得ること。 

（この場合、交通法規を遵守し安全運転に徹すること） 

５ 報道関係者及び部外者への対応は校長（副校長・教頭）が行う。 
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６ 学校内生徒事故対応必携（メモ） 

 

≪ 連絡時の備忘項目 ≫ 

１ 救急車（１１９番） 年次・年齢・氏名・性別・傷病概略・校内侵入経路場所 

               江別市消防本部 ３８２－５４３２ 

 

２ 病 院              年次・氏名・性別・傷病概略・緊急診察の可否 

 病 院 名 住     所 電 話 番 号 

学 校 医 高橋内科医院 大麻扇町３－７ ３８６－５２２２ 

学校歯科医 佐久間歯科医院 大麻ひかり町34－２ ３８７－４６１８ 

学校薬剤師 パルス薬局 中央区北6西16 ６１２－７１７１ 

総 合 病 院      江別市立病院 若草町６－１ ３８２－５１５１ 

〃 札幌北辰病院 厚別中央２－６ ８９３－３０００ 

病   院 
高橋内科医院三番通り 

クリニック 

大麻ひかり町32-1 ３８７－７７８８ 

〃 江別谷藤病院 幸町２２番地 ３８２－５１１１ 

脳神経外科 渓和会江別病院 野幌代々木８１ ３８２－１１１１ 

〃 
新さっぽろ脳神経外科

病院 

厚別中央１－６ ８９１－２５００ 

整 形 外 科      
なかざわ整形外科 

クリニック 

大麻ひかり町32-1 ３８７－６７５５ 

〃 新札幌整形外科病院 厚別南２－２－３２ ８９３－１１６１ 

外   科 池永クリニック 文京台東町11-24 ３８７－１１１１ 

〃 交雄会新さっぽろ病院 厚別中央1-6 ８０１－１２１２ 

眼   科 はやし眼科 大麻中町２－１７ ３８８－１２２０ 

耳 鼻 科 はらだクリニック 大麻ひかり町32-1 ３８８－３３３３ 

皮 膚 科 
たけだ皮膚科 

スキンケアクリニック 

厚別西３－６    

 －７００―９０ 

８９１－８８１１ 

 

    ☆ 救急医療情報案内センター    ０１２０－２０ー８６９９ 

    ☆ 札幌市消防局災害救急病院案内    ２０１－００９９ 

     ☆  江別保健所                   ３８３－２１１１ 

 

３ タクシ－                  事故で、直ぐ配車可能か、侵入経路場所 

 江別ハイヤー  ８４６－６０００ 

 

４ 保護者への連絡      いつ・何をしていて・傷病程度・搬送先病院名 

                              （必要に応じて本人の意識の有無） 
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５ 関係機関 

北海道警察本部 ２５１－０１１０ 

江別警察署 ３８２－０１１０ 

江別市消防本部 ３８２－５４３２ 

江別市役所  ３８２－４１４１（教育委員会３８１－１０５７） 

石狩教育局 

 

教 育 支 援 係   ２０４－５８７５ 

等学校教育指導班   ２０４－５８７８ 

 

 

≪ チェックシ－ト ≫  学校内生徒事故用 

事故者名 
 

             男・女 

 

   年  組 
保護者名 

 

 
担任 

 

 

電話番号 
 

保護者への連絡 
 

 

 

相手氏名 
 

             男・女 

 

   年  組 
保護者名 

 

 
担任 

 

 

電話番号 
 

 
保護者への連絡 

 

 

 

発 生 日 時 令和   年   月   日（  ）       時   分 

症     状 
 

 

発 生 場 所 
 

 

原     因 

 

 

 

応 急 措 置 

 

 

 

搬送先病院名 
 

                                  ℡ 

搬 送 手 段 
 

                          （病院到着時間   時   分） 

病院での様態 

 

 

 

そ の 他 
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７ 学校外の生徒事故 

年次・組・生徒氏名・性別・発生場所・傷害程度 

対応状況・搬送先病院名等について聴取し、メモ 

を確実に取る。 

（相手方についても必要に応じて、氏名・年齢・性別・

住所等を聴取） 

 

① 

組 織 編 成 

職員が受報した場合には、校長・副校長 

・教頭へ直ちに連絡する。その後、担任

（副担）・年次主任・生徒指導部長に連 

絡する。 

受報者 

 

② 

現 状 確 認 

担任（副担）は搬送先病院へ見舞い。 

保護者にとって緊急事態であることを確

認認し、その感情を理解した上での会話

を心がける。 

生徒指導部長は発生現場及び状況の確認

に当たる。 

担 任 

（生徒 

指導 

部長） 

 

③ 

状 況 報 告 
 緊急を要する事態には速やかに校長に連 

 絡する。 

担 任 

（生徒 

指導 

部長） 

 

④ 

 

 

関 係 諸 機 関 
 道教委等への報告は校長が判断し、校長  

 が報告する。 
校 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故発生の連絡受報 
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≪ チェックシ－ト ≫  学校外生徒事故用 

事故者名 

 

 

             男・女 

 

   年  組 保護者名 

 

 担任 

 

 

電話番号 

 

 

 

保護者への連絡 
 

 

 

 

相手氏名 

 

 

             男・女 

年齢 

歳 

電話番号 

 

 

住  所 

 

 

 

 

発 生 日 時 令和   年   月   日（  ）       時   分 

症     状 

 

 

 

発 生 場 所 

 

 

 

 

原     因 

 

 

 

 

現 場 の 状 況 

 

 

 

 

搬送先病院名 
 

                                  ℡ 

搬 送 手 段 

 

 

                          （病院到着時間   時   分） 

病院での様態 

 

 

 

 

対 応 状 況 

（保護者との連絡） 
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８ 学校外の職員事故  

※当事者が電話等で連絡可能な程度の事故 

 

事故発生の連絡受報 

必ず校長（副校長・教頭）に連絡する。 

氏名・事故状況・発生日時・対応状況・

相手方等を確認する。 

校 長 

（副校長 

教頭） 

 

① 

助 言 ・ 指 導 

誠意対処責任体制 

当事者職員は、誠意と責任を持って最後

まで事故処理に対応することを指導し、

重大な事態に至った際や状況に変化が生

じた場合には速やかに報告する旨を指導

する。 

相手方に重大な負傷等がある場合は、校

長（副校長・教頭）が現場（病院）に出

向き相手方を見舞い状況把握にあたる。 

校 長 

（副校長 

教頭） 

 

② 

状 況 整 理 

事故処理完了以前の段階では事故原因ま

で言及できないことを念頭に、双方の氏

名・性別・年齢・住所・発生時刻・場所

・事故発生の状況・双方の負傷状況・現

在の対応状況等をまとめる。 

副校長 

教  頭 

 

③ 
関 係 機 関 連 絡 

道教委等への報告は校長が判断し、報告

する。 
校 長 

 

 

※当事者が連絡不可能な事故 

 

事故発生の連絡受報 
校長（副校長・教頭）が受報する。 

可能な限りの情報収集と搬送先病院名等

の確認を行う。 

校 長 

（副校長 

教頭） 

 

① 
助 言 ・ 指 導 

事故発生現場にて確認する。 

その後、搬送先病院にて様態を確認する。 

校 長 

様 態 確 認 
副校長 

教  頭 

 

② 

状 況 報 告 

事故発生時刻・場所・状況・相手方氏名・

性別・年齢・住所・本人の様態等を報告す

る。 

副校長 

教 頭 

 

③ 
関 係 機 関 連 絡 

道教委等への報告は校長が判断し、報告

する。 
校 長 
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≪ チェックシ－ト ≫  学校外職員事故用 

事故者名  

             男・女 
職 名 

 

 年 齢  

           歳 

住 所 

 

                                         ℡      －      － 

 

 

相手氏名  

             男・女 
年齢 

歳 
電話番号 

 

住  所 

 

 

 

 

発 生 日 時 令和   年   月   日（  ）       時   分 

症     状 
（本 人） 

（相手方） 

発 生 場 所 

 

 

 

原     因 

 

 

 

 

現 場 の 状 況 

 

 

 

 

搬送先病院名 

 

 

                                  ℡ 

搬 送 手 段 

 

 

                          （病院到着時間   時   分） 

病院での様態 

 

 

 

 

対 応 状 況 

警察事故処理の有無 

 

相手方搬送先病院名 

 

本人への対応指導 
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９ 学校被災 

Ⅰ 職員在勤中の火災対応（初期消火不可能な場合） 

火災発生 

 

① 

状況把握 

・警報器による発覚は現場を確認する。 

・側近者による発覚の場合は、応援要請し事務室（職員

 室）へ通報する。 

副校長 

教 頭 

事務長 

側近者 

 

② 
避難通報 ・発生場所確認後、生徒・職員に対し避難経路・避難

場所を明確に指示（通報）する。 

・消防署通報（119番）は、避難通報と同時に行う。 

事務長 

副校長 

教 頭 

（事務室） 

 
火災通報 

 

③ 

 避難誘導 

・避難指示に基づき静かに整然と避難する。 

※第一避難場所はグランドとするが、状況を判断し、

避難通報で指示する。 

担 任 

 

④ 

避難確認 

・可能な範囲で校舎内探索を実施し、生徒の避難完了

を確認する。確認後、避難場所で教頭に報告する。 

・生徒は避難場所から離れないこと。 

副校長 

教 頭 

 

⑤ 

非常持出 

・非常持出班を確認し、搬出作業を開始する。 

・作業は副校長・教頭の指示にしたがって、安全第一

で行う。 

搬出班 

 

⑥ 

鎮火後処理 

・副校長・教頭の指示にしたがい、整然と事後処理に

あたること。 

・生徒下校指導については、指示・連絡事項が徹底さ

れるよう計画的に指導すること。生徒の安全確認を

確実に行うこと。 

生徒指導 

部長 

 

学校被災対応メモ（在勤時） 

１ 消防署通報（１１９番） 

『こちらは、大麻高校です。校内の ○ ○ で火災が発生しました。至急消火出動願

います。』 

 

２ 校内避難放送（緊急放送サイレン） 

『ただ今、○ ○ で火災が発生し、消火不可能な状況です。生徒は担任（教科担任）

の指示に従いあわてずに ○ ○ 避難場所に避難しなさい。』（繰り返し放送） 
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３ 非常持出品 

① 指導要録 事務室（重要）  ⑦ 健康診断票 保健室 

② 学校沿革史 事務室（重要）  ⑧ 健康診断票 保健室 

③ 卒業証書授与台帳 事務室（重要）  ⑨ 給与関係書類 事務室 

④ 学校日誌 教頭席  ⑩ 職員履歴書 事務室 

⑤ 休暇処理簿 教頭席  ⑪ 備品台帳 事務室 

⑥ 旅行命令簿 事務室  ⑫ 関係領収書 事務室 

 

４ 避難確認表（令和 5年度 全校生徒数    名） 

１年次（年次主任     ） 

組 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 合計 

担任         

在籍         

確認        

 

 

 

 

２年次（年次主任     ） 

組 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 合計 

担任         

在籍         

確認        

 

 

 

 

３年次（年次主任     ） 

組 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 合計 

担任         

在籍         

確認        
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Ⅱ 職員不在時の火災対応 

火災発生受報 受報者は直ちに校長へ報告する。 第一受報者 

 

 

 

 

④ 
事情聴取 

・校長（副校長・教頭）が事情聴取にあたり、職員は

指示あるまで待機することとする。 
校  長 

 

⑤ 
関係機関連絡  ・校長（副校長・教頭）が行う。 校  長 

 

《 緊急職員会議確認協議事項 》 

１ 確認事項 

火災発生日時 令和  年  月  日（  ）     時   分 

火災発生場所 
 

２ 協議事項 

項    目 協  議  事  項 

施錠等の状況 
 

ガス等使用状況 
 

電気器具使用状況 
 

その他 
 

今後 

の 

対応 

今後の授業 
 

保護者連絡 
 

事故処理事務 
 

① 
非常出勤 ・校長の指揮下、連絡網により全職員に出勤指示 

副校長 

教  頭 

② 
非常持出 

・現場消防署員の指示にしたがい、校長の判断で非常

持出が可能な場合、集合職員で実施する。 
集合職員 

③ 

鎮火後処理 

・鎮火後（非常持出作業終了後）、直ちに職員会議を

開催して次項について確認する。 

（１）出火前施錠状況 

（２）火気使用状況 

（３）電気器具使用状況 

（４）その他（必要に応じて） 

全 職 員 
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１０ 地  震     

Ⅰ 職員在勤中の地震対応 

地震発生 
・机下に身を隠すように指示し、生徒の安全を確保。 

・職員は出口確保を確認し、安全を確保する。 
担 任 

 

① 

避難通報 

・揺れがおさまり避難可能な状態であることを確認し、

生徒・職員に対して避難通報を行う。 

・出席簿を携行する。 

※第一避難場所はグランドとするが、状況を判断し、避

難通報で指示する。 

副校長 

教 頭 

事務長 

主 任 

 

② 

避難確認 

・避難場所にて学級担任は生徒の安全及び人数を確認

のうえ避難完了報告を教頭に伝える。 

・副校長、教頭の指示により副担（年次付）は、校内

を検索し逃げ遅れ及び負傷者等の確認を行う。最終

確認は副校長、教頭は行う。 

副校長 

教 頭 

 

③ 

被災状況確認 

・地震発生による被害の有無を調査し、安全確認を行

う。 

・被害状況及び各種情報により教育活動に復帰するか

否かについては、校長が判断する。 

校 長 

 

④ 

生徒下校指導 

・学校周辺及び地域被災状況を把握し、生徒下校時の

安全が確保されるまで避難場所で待機させる。（保護

者による迎えが可能な場合を除く。） 

・その後の措置については、必要に応じて職員会議で

検討する。 

全職員 

 

⑤ 
関係機関連絡 

・被害状況及び生徒の安全確保に関する措置状況等に

ついては、校長が判断し関係機関に報告する。 
校 長 
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Ⅱ 職員不在中の地震対応 

地震発生 
周辺に重大な災害をもたらす地震が発生した場合を想定し、学校

にも被害が及んだ場合の対応とする。 

 

① 

被災状況確認 

・校長・副校長・教頭・事務長が出勤のうえ被災状況

を確認する。また、出勤途中に校区周辺の被災状況

を確認する。 

校 長 

副校長 

教 頭 

事務長 

 

② 

職員連絡 

・校長の判断により職員の出勤を必要とする場合は、

職員連絡網によって招集する。 

 （職員被災状況の確認を含む。） 

校 長 

 

③ 

保護者連絡 
・校長の指示により、生徒の安否確認と被災状況を把

握する。 

教 頭 

出勤教員 

 

④ 

関係機関連絡 

・生徒の安否、学校及び校区内の被災状況について関

係諸機関に連絡するとともに、当面の対応策につい

て伝達する。 

（地域住民の避難場所については江別市災害対策本部

と協議する。） 

校 長 

 

⑤ 

緊急職員会議 

・現状の確認 

 ・情報収集方法の確認 

 ・指示伝達手段の確立 

 ・学校管理体制の確認 

 ・当面の生徒対応 

 ・出勤不可能職員の措置 

・緊急避難場所対応 

出勤教員 
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１１ 不審者侵入の対応 

日頃からの 

不審者侵入 

防止対策 

・登下校以外の時間は生徒玄関を施錠する。 

・来訪者は職員玄関から出入りすることとする。 

・事務職員が受付応対し、来訪者名簿への記入と名札の着用をお願

いする。 

・万が一の場合の備え、職員室と事務室にさすまたを配備する。 

・夏季に１階の教室、廊下、体育館等の窓などを開放するときは、

教職員が不在とならないよう留意する。 

 

① 

不審者の 

侵入発見 

・複数の教職員に応援を要請し、さすまたのほか手

近にあるもので不審者の動きや移動を阻止する。 

・校内放送『ただ今より、研修会を開催します。職

員室にお集まりください。』により、緊急事態発

生を全教職員に知らせる。 

第一発見者 

集合職員 

 

② 

避難指示 

・教職員は管理職の指示に基づき、生徒を非難させ

る。教室への侵入などの緊急性が低い場合や避難

によって不審者と遭遇する場合は、教室等で待機

させる。 

副校長 

教 頭 

教職員 

 

③ 

警察等への 

通報・報告 

・直ちに警察へ通報する。また、負傷者等の状況に

応じて、救急車を要請するとともに、警察に続報

を入れる。 

・警察等の関係機関への通報と同時に教育局に緊急

連絡し支援を要請する。 

・不審者の身柄が警察に確保され、生徒の安全が確

認された段階で、事件の経過、生徒の状況、負傷

者の有無などの情報を可能な限り収集し、速やか

に教育局に報告する。 

副校長 

教 頭 

 

④ 

保護者への 

対応 

・保護者への連絡が可能になった段階で、できるだ

け速やかに事故の発生について連絡や説明を行う。 

・不審者の身柄が警察に確保され、生徒の安全が確

認された段階で、保護者に引き渡す。 

・保護者に連絡がつかない場合は、生徒が一人で下

校することのないよう配慮する。 

副校長 

教 頭 

教職員 

 

⑤ 
報道等への 

対応 

・報道機関や関係機関等への対応は、窓口を一本化

し管理職があたる。 

校 長 

副校長 

教 頭 

 


